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所員の自著紹介
『フィリピン歴史研究と植民地言説』 幕末・明治初期の訳語を扱っている。とくに，訳
著者:レイナルド ・c.イレート，ビセンテ・ 語が和語でなく漢語であること(なぜ，漢語か)0 
L.ラファエル，フロロ ・C・キブイエン これを蘭学が行ったこと。その理由は，蘭学者の
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『米国留学紀行一 英語教師の視点から』
石黒敏明著
リトル ・ガリヴァー社2005年 1月20日 (207
頁)
過去35年の間 4度の海外留学・研修の機会を
得，その問書き綴ったのが今回の留学体験記であ
る。第一回の留学は 1970年に国際ロータリーの
留学生としてオハイオ州ハイデルベルグ大学で，
二回目の留学は 1979年から 1982年までフルブラ
イト奨学生としてサンデイエゴ州立大学とスタン
フォード大学で学び， 三回目は 1993年から一年
間，長期在外研究員としてハワイ大学で言語習得
と喪失の研究に，四回目は 2001年1月から 3月
まで短期在外研究員として BYU大学で言語喪失
に関する研究に従事した。第一章の出発編では，
虫や花や動物をじっと観察した様子が描写されて
いる。出会い編後半は，教え子との米国での再会，
劇的な分だけ私の記憶から消え去ることはない。
第三章は米国内で生き続ける日本文化について。
日本語学校や教会での日系アメリカ人との出会い
は，日本人として外国に生きることを考える上で
とても意義深かった。さらに滞在中に体験した社
会問題は，今読んでも私にとって新鮮である。第
四章はハワイ大学と B沢J大学の様子を客員教員
の立場で内から観察したもので，趣味の面では日
米のスポーツに関する違いに触れることができた
のは意義深かった。第五主主の家族編では子供との
米国での経験，子供の成長記録などプライベート
な記事が多いが，私にとって最も記録し記憶して
おきたいことだったので，今回の留学紀行の最後
に付け加えた。
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